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平
成
十
七
年
三
月
末
を
も
っ
て
志
茂
ポ
ン
プ
所
（
北
部
第
二
管
理
事
務
所
管
内
）
が
老

朽
化
に
よ
り
廃
止
に
な
り
、
近
接
地
（
隅
田
川
右
岸
の
北
区
神
谷
三
丁
目
）
に
新
た
に
神

谷
ポ
ン
プ
所
が
建
設
さ
れ
、
四
月
か
ら
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
排
水
区
の
拡
大

と
雨
水
排
水
能
力
の
強
化
を
図
る
再
構
築
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
十

年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
ま
し
た
。
運
転
は
み
や
ぎ
水
再
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
遠
隔
監
視
制

御
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
職
場
界
隈
探
訪
は
、
新
装
な
っ
た
こ
の
神
谷
ポ
ン
プ
所
界
隈
の
今
昔
を
訪
ね
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

探
訪
ル
ー
ト
は
、
最
寄
り
の
地
下
鉄
南
北
線
志
茂
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
→
旧
志
茂
ポ
ン

プ
所
を
経
て
神
谷
ポ
ン
プ
所
→
志
茂
銀
座
通
り
→
荒
川
知
水
資
料
館
→
岩
淵
町
→
岩
槻
街

道
→
Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅
で
す
。古
い
街
道
筋
を
歩
く
、宿
場
の
痕
跡
を
探
す
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

志
茂
銀
座
通
り

　

北
本
通
り
と
隅
田
川
に
挟
ま
れ
た
志
茂
銀
座
通
り
を
、
地
元
の
人
た
ち
は
「
旧
道
」
と

か
「
往
還
」
と
か
呼
ん
で
い
ま
す
。
隅
田
川
沿
い
の
微
高
地
を
辿
る
古
く
か
ら
の
道
筋
で
、

王
子
か
ら
岩
淵
町
に
続
い
て
い

ま
す
。
遠
く
奥
州
へ
つ
な
が
っ

て
い
る
古
道
で
、
奥
州
道
と
も

い
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
沿

道
に
は
、
子
育
地
蔵
堂
、
西
蓮

寺
、
庚
申
堂
、
熊
野
神
社
な
ど

が
あ
り
、
随
所
に
歴
史
的
な
古

さ
を
感
じ
さ
せ
る
神
社
仏
閣
が

残
っ
て
い
ま
す
。
志
茂
地
区
で

江
戸
時
代
か
ら
続
く
旧
家
の
大

部
分
は
、
こ
の
往
還
と
隅
田
川

と
の
間
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
初
年
に
画
か
れ
た
手
書

き
の
交
通
系
統
図
を
み
ま
す
と
、

昭
和
二
年
の
王
子
軌
道
電
車
の

開
設
に
伴
い
新
た
に
拓
か
れ
た

北
本
通
り
の
西
に
沿
っ
て
、
う

ね
う
ね
と
北
上
し
、
発
電
所
の

手
前
で
北
本
通
り
を
横
断
し
て

い
る
道
が
こ
れ
で
す
。「
府
道

岩
淵
神
谷
線
」
と
記
さ
れ
て
い

る
辺
り
が
志
茂
銀
座
通
り
の
商

店
街
で
す
。
こ
の
道
は
、
中
世

期
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
強
く
、
岩
淵
宿
を
東
西
に
横
切
り
、
板
橋
方
面
か

ら
の
道
と
交
差
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
発
電
所
と
あ
る
の
は
、
旧
国
鉄
の
鉄
道
用
の
赤
羽
火
力
発
電
所
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
北
清
掃
工
場
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
の
三
月
に
廃
止
に
な
っ
た
志
茂
ポ
ン
プ
所

も
こ
の
一
画
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
発
電
所
は
大
正
十
二
年
に
営
業
運
転
に
入
り
、
昭
和

二
十
七
年
ま
で
稼
動
し
て
い
ま
し
た
。
発
電
所
で
使
う
冷
却
水
は
、
隅
田
川
に
通
じ
る
掘

割
か
ら
取
水
し
て
い
ま
し
た
。
排
水
路
も
こ
れ
と
平
行
し
て
流
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

▲ 神谷ポンプ所

▲ 神谷ポンプ所の流域
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は
、
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
公
園
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
の
初
期
に
、
荒
川
改
修
工
事

で
掘
り
出
さ
れ
た
土
で
付
近
の
低
湿

地
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
住
宅
地
化
が

進
む
と
、
土
地
の
旧
家
も
農
業
の
傍

ら
あ
る
い
は
農
業
を
や
め
て
店
舗
を

旧
道
筋
に
構
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
関
東
大
震
災
で
移
住
し
て
き
た

新
住
民
の
中
に
も
店
を
出
す
者
が
増

え
、
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
三
間
道
路
と

呼
ば
れ
た
狭
い
通
り
の
両
側
に
は
、
酒

屋
、
八
百
屋
、
魚
屋
、
肉
屋
、
豆
腐
屋
、

米
屋
、
花
屋
、
雑
貨
屋
、
薬
局
、
畳
屋

な
ど
が
肩
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
連
な
っ

て
い
ま
し
た
。
下
駄
屋
や
浴
場
や
理
髪

店
や
煙
草
屋
も
あ
り
ま
し
た
。
近
所
の

住
人
を
対
象
に
し
て
、
日
常
生
活
の
必

需
品
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
に
商
っ
て
い

た
の
で
す
。

　

平
成
三
年
に
地
下
鉄
南
北
線
が
開
通

し
、
志
茂
駅
が
で
き
、
近
く
に
大
手
ス

ー
パ
ー
が
進
出
し
た
た
め
客
の
流
れ
が

変
わ
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

岩
淵
宿

　

岩
淵
宿
は
、鎌
倉
か
ら
奥
州
へ
通
じ
る
奥
大
道
（
鎌
倉
街
道
・
中
の
道
）
が
入
間
川
（
現

在
の
荒
川
）
を
渡
る
地
点
に
あ
り
、
す
で
に
鎌
倉
時
代
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て

い
ま
し
た
。
前
図
に
、
岩
淵
本
宿
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

鎌
倉
街
道
・
中
の
道
は
、
鎌
倉
か
ら
二
子
玉
川
、
渋
谷
、
池
袋
、
板
橋
、
滝
野
川
、
赤
羽
、

岩
淵
、
川
口
、
岩
槻
を
経
て
奥
州
に
抜
け
る
道
で
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
宿
を
東
西
に
貫
通
す
る
古
街
道
と
称
す
る
道
（
先
ほ
ど
述
べ
た
志
茂
銀

座
通
り
を
含
む
道
）
が
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
画
は
古
宿
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

▲

北
清
掃
工
場

▲ 

旧
志
茂
ポ
ン
プ
所

▲ 水路跡の公園▲ 隅田川からみた水路の水門

▲ 

岩
淵
町
の
交
通
系
統
図
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中
世
の
頃
、
鎌
倉
街
道
・

中
の
道
は
、
古
宿
の
地
に
現

在
も
あ
る
八
雲
神
社
の
前
で

渡
河
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
源
義
経
が
兄
頼

朝
の
挙
兵
の
報
を
聞
い
て
奥

州
か
ら
駆
け
つ
け
た
と
き
に

渡
っ
た
の
は
こ
の
辺
り
で
、

こ
こ
か
ら
板
橋
方
面
へ
進
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
三
世
紀
の
終
り
頃
、こ
の
道
を
旅
し
た
久
我
雅
忠
の
娘
二
条
の
尼
が
綴
っ
た
記
録「
と

わ
ず
が
た
り
」
に
岩
淵
宿
の
名
が
み
え
ま
す
。

 　
『
師
走
に
な
り
て
、
川
越
の
入
道
と
申
す
者
の
跡
な
る
尼
の
武
蔵
の
国
小
川
口
と
い
ふ

と
こ
ろ
へ
く
だ
る
。
あ
れ
よ
り
年
返
ら
ば
善
光
寺
へ
ま
ゐ
る
べ
し
と
い
ふ
も
、
便
り
う
れ

し
き
心
持
し
て
、
ま
か
り
し
か
ば
雪
ふ
り
つ
も
り
て
分
ゆ
く
道
も
見
え
ぬ
に
、
鎌
倉
よ
り

二
日
に
ま
か
り
着
き
ぬ
。
か
や
う
の
物
距
た
り
た
る
有
様
、
前
に
は
入
間
川
と
か
や
流
れ

た
る
、
む
か
へ
に
は
岩
淵
の
宿
と
い
ひ
て

遊
女
共
の
住
家
あ
り
。
山
と
い
ふ
物
は

こ
の
国
内
に
は
見
え
ず
。
は
る
ば
る
武
蔵

野
の
茅
が
下
折
れ
、
霜
枯
れ
果
て
て
あ
り
。

な
か
を
分
け
す
ぎ
た
る
す
ま
ひ
思
ひ
や
る
、

都
の
へ
だ
た
り
行
く
す
ま
ひ
、
悲
し
さ
も
、

と
り
か
さ
ね
た
る
年
の
暮
な
り
』

　

岩
淵
は
、
鎌
倉
街
道
・
中
の
道
の
な
か

で
も
最
も
重
要
な
地
点
の
一
つ
で
し
た
。

　

そ
の
後
江
戸
時
代
に
な
り
一
六
五
八
年

頃
、
日
光
御
成
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
岩

槻
街
道
は
、
こ
の
鎌
倉
街
道
・
中
の
道
が
一
部
変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
と
き
、
渡

河
地
点
が
や
や
上
流
の
現
在
の
新
荒
川
大
橋
の
辺
り
に
移
り
ま
し
た
。
い
つ
も
は
舟
を
用

い
て
い
ま
し
た
が
、
将
軍
が
日
光
へ
社
参
す
る
と
き
な
ど
は
、
長
さ
百
二
十
メ
ー
ト
ル
、

幅
六
メ
ー
ト
ル
の
舟
橋
が
臨
時
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
舟
橋
と
は
舟
を
何
艘
も
横
に
並
べ

て
、
そ
の
上
に
板
を
置

い
た
浮
き
橋
の
こ
と
で

す
。

　

江
戸
時
代
の
岩
淵
宿

（
街
並
み
五
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
）
の
中
心
は
、

現
在
の
小
山
酒
造
の
入

り
口
辺
り
で
、「
岩
槻
街

道
岩
淵
宿
問
屋
場
跡
之

碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

問
屋
場
と
は
、
宿
場
か
ら
宿
場
へ
人
馬
を
使
っ
て
荷
物
な
ど
を
運
送
す
る
と
き
、
こ
の

人
馬
の
継
ぎ
立
て
を
し
た
役
所
で
す
。
大
名
や
高
貴
な
方
の
宿
泊
所
で
あ
る
本
陣
の
小
田

切
家
も
こ
の
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
旅
篭
と
し
て
は
、
大
黒
屋
、
若
松
屋
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
遊
歴
雑
記
」
に
、

▲ 昭和 7 年頃の志茂銀座商店街

▲ 岩淵宿問屋場跡之碑 ▲ 八雲神社横の巡拝培と庚申塔
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『
両
側
食
店
必
至
と
軒
を
並
べ

思
い
思
い
の
暖
簾
の
風
に
ひ
る

が
え
る
風
情
ぞ
所
が
ら
と
て
一

風
あ
り
』

と
、
記
さ
れ
繁
盛
し
て
い
ま
し

た
。

　

下
の
図
は
、
明
治
初
年
の
岩

淵
河
岸
の
平
面
図
で
す
。
対
岸

の
川
口
へ
の
渡
河
や
新
河
岸
川

や
荒
川
の
舟
運
で
賑
っ
た
河
岸

で
す
。
船
溜
り
の
入
り
江
や
い

く
つ
か
の
河
岸
場
が
あ
り
、
岩

淵
宿
か
ら
続
く
幅
四
間
の
往
還

沿
い
に
は
、
三
軒
ば
か
り
の
懸

茶
屋
も
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
渡
し
舟
を
待
つ
旅
人
や
物
資
を
運
ぶ
船
頭
や
馬
方
た
ち
が
、

一
休
み
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

明
治
に
な
り
政
府
は
、
資
力
の
あ
る
者
に
道
路
や
橋
や
用
水
な
ど
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ

施
設
を
建
設
さ
せ
、
こ
れ
の
有
料
化
を
勧
め
ま
し
た
が
、
栃
木
県
人
の
大
野
孫
右
衛
門

が
岩
淵
渡
し
の
と
こ
ろ
に
恒
久
的
な
舟
橋
を
架
け
、
橋
銭
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治

三
十
八
年
の
こ
と
で
す
。
昭
和
三
年
に
新
荒
川
大
橋
が
で
き
る
ま
で
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

川
を
上
り
下
り
す
る
伝
馬
船
が
来
る
と
舟
橋
中
央
の
一
部
を
回
転
さ
せ
て
こ
れ
を
通
し
ま

し
た
。
通
行
料
金
は
、
一
人
一
銭
、
人
力
車
二
銭
、
自
転
車
三
銭
、
荷
馬
車
八
銭
で
あ
り
、

一
日
平
均
三
十
円
三
十
銭
程
度
の
収
入
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

新
荒
川
大
橋
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
川
向
こ
う
と
の
自
動
車
交
通
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
十
六
年
に
東
北
本
線
が
開
通
し
て
か
ら
、
町
の
中
心
は
赤
羽
駅
周
辺
に
次
第
に
シ

フ
ト
し
て
い
き
、
岩
淵
宿
界
隈
は
寂
れ
活
気
の
な
い
町
並
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
江
戸
時
代
の
岩
淵
宿
の
中
心
地
に
建
つ
小
山
酒
造
は
、
明
治
十
一
年
の
創
業
で
、

先
祖
は
川
越
の
造
り
酒
屋
と
い
い
ま
す
か
ら
新
河
岸
川
の
舟
運
と
縁
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
現
在
で
は
東
京
二
十
三
区
内
唯
一
の
酒
蔵
と
し
て
、
秩
父
の
山
か
ら
発
す
る
浦

和
水
脈
か
ら
の
伏
流
水
を
地
下
百
三
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
汲
み
上
げ
て
酒
造
り
に
使
用
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

岩
淵
町
町
名
存
続
之
碑

　

岩
淵
町
の
八
雲
神
社
の
社
殿
の
前
に
、

「
岩
淵
町
町
名
存
続
之
碑
」
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
三
十
七
年
公
布
の
「
住
居
表

示
に
関
す
る
法
律
」
は
、
そ
の
実
施
時

に
各
地
で
地
名
問
題
が
起
こ
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
岩
淵
町
で
も
、
由
緒
あ
る
「
岩

淵
」
宿
の
名
前
を
残
す
運
動
が
あ
り
ま

し
た
。
明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
で
北

▲ 明治初年の岩淵河岸

▲ 23 区唯一の酒蔵 ( 今と昔のたたずまい )
▲ 岩淵町町名存続之碑
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豊
島
郡
岩
淵
町
と
な
り
、
昭
和
七
年
に
北
区
に
な
っ
て
か
ら
も
字
名
と
し
て
残
っ
て
い
た

の
で
す
。

　
「
岩
淵
町
町
名
存
続
期
成
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
区
や
区
議
会
へ
の
陳
情
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
十
年
間
に
わ
た
る
粘
り
強
い
運
動
が
効
を
奏
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
、
つ
い
に
、

北
区
議
会
は
町
民
の
熱
望
を
受
け
入
れ
、
岩
淵
町
の
存
続
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
碑
の
脇
の
説
明
書
き
は
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
明
治
、
大
正
と
二
回
に
わ
た
り
、
岩
淵
を
赤
羽
に
し
よ
う
と
す
る
行
政
機
関
の
動
き

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
わ
が
先
輩
は
岩
淵
の
名
を
守
り
抜
い
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
考

え
る
と
き
、
心
あ
る
人
は
今
回
の
町
名
保
存
運
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
、
こ
の
記
念
碑
を
建
立
す
る
こ
と
に
し
た
。
昭

和
四
十
七
年
」

岩
淵
水
門

　

荒
川
本
流
か
ら
隅
田
川
が
分
流
し
た
直
後
の
所
に
、
隅
田
川
に
流
れ
る
水
量
を
調
節
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
岩
淵
水
門
が
あ
り
ま
す
。
増
水
時
に
は
ゲ
ー
ト
を
閉
じ
平
常
時
に

は
ゲ
ー
ト
を
開
け
、
一
定
流
量
以
上
の
水
が

隅
田
川
に
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
九
メ
ー
ト

ル
幅
の
ゲ
ー
ト
が
五
門
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ゲ
ー
ト
は
赤
く
塗
ら
れ
て
お
り
年
代
が

感
じ
ら
れ
る
構
造
物
で
、
通
称
、
赤
水
門
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
少
し
下
流
に
で
き
た

新
し
い
岩
淵
水
門
に
そ
の
仕
事
を
譲
っ
て
お

り
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
今
は
、
歴
史
的
土
木
遺
産
と
し
て
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
水
門
の
ゲ
ー
ト
は
三
門

で
、
青
く
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
旧
い
赤
水
門

よ
り
は
る
か
に
巨
大
で
す
。

草
刈
の
碑

　

赤
水
門
を
渡
っ
た
河
川
敷
の
茂
み
に
大
き
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
草
刈
の
碑　

農
民
魂
は
ま
ず
草
刈
り

か
ら
」
と
の
碑
文
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

由
来
記
に
は
「
…
金
肥
の
流
行
に
つ
れ

て
草
刈
が
衰
え
始
め
た
の
で
有
畜
農
業

の
普
及
は
却
っ
て
益
々
草
刈
の
必
要
を

認
め
た
か
ら
草
刈
奨
励
の
た
め
有
志
相

図
り
…
全
日
本
草
刈
選
手
権
大
会
を
昭

和
十
三
年
八
月
よ
り
此
の
地
に
前
後
六

箇
年
開
い
た
。
鎌
を
競
う
選
手
四
万
余

名
、
熱
戦
各
二
時
間
に
亘
り
両
岸
に
観

衆
溢
れ
旗
指
物
な
び
い
て
一
世
の
壮
観

で
あ
っ
た
…
」

と
、
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
昭
和

三
十
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が
、
か

▲ 新岩淵水門

▲ 旧岩淵水門 ( 昭和十年代 ) と現在

▲ 草刈の碑
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つ
て
の
日
本
の
農
業
の
基
本
が
、
堆
肥
づ
く
り
に
あ
っ
た
こ
と
を
語
る
貴
重
な
資
料
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

荒
川
知
水
資
料
館

　

新
河
岸
川
に
架
か
る
志
茂
橋
を
渡

る
と
、
右
手
に
荒
川
知
水
資
料
館
が

あ
り
ま
す
。
隣
は
国
土
交
通
省
の
荒

川
下
流
河
川
事
務
所
で
す
。
こ
こ
は
、

こ
の
事
務
所
と
北
区
と
が
共
同
で
建

て
た
施
設
で
、
荒
川
を
は
じ
め
、
川

や
水
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
「
知
」
の
意
味
を
込
め

て
「
知
水
」
資
料
館
と
名
付
け
ら
れ
、

平
成
十
年
三
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

単
に
、
パ
ネ
ル
や
資
料
を
展
示
す

る
だ
け
で
な
く
、
学
習
や
研
究
の
拠

点
、
流
域
の
市
民
の
交
流
や
発
表
の

場
と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
資
料
館
か
ら
毎
月
刊
行
さ
れ

て
い
る
情
報
誌
「
Ａ
Ｒ
Ａ
」
に
は
、

生
活
に
密
着
し
た
荒
川
に
関
す
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
責　

地
田
）

参
考
資
料

「
岩
淵
町
郷
土
誌
」　

岩
淵
町

「
北
区
の
歴
史
」　

東
京
ふ
る
里
文
庫　

名
著
出
版

「
北
区
史
跡
散
歩
」　

芦
田
正
次
郎
ほ
か　

学
生
社

「
北
区
史
近
世
編
」　

北
区

「
北
区
史
民
俗
編
」　

北
区

「
北
区
郷
土
誌
」　

北
区
史
を
考
え
る
会
編
発
行

「
荒
川
放
水
路
物
語
」　

絹
田
幸
恵　

新
草
出
版

「
荒
川
下
流
誌
」　

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

「
水
道
公
論
」（
平
成
十
一
年
十
一
月
号
）　

日
本
水
道
新
社

探
訪
余
話

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
赤
水
門
に
馴
れ
親
し
ん
で
き
た
地
元
の
方
々
か
ら
の
聞
き
書
き
を

「
都
市
河
川
の
源
流
を
訪
ね
て
⑬　

川
と
と
も
に
暮
ら
す
」（
水
道
公
論
）
か
ら
引
用
し
、

昭
和
三
十
～
五
十
年
頃
の
河
原
で
の
遊
び
を
再
現
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
『
子
ど
も
の
頃
、
新
河
岸
川
に
架
か
っ
て
い
る
志
茂
橋
を
渡
っ
た
中
洲
の
す
ぐ
先
に
あ

っ
た
赤
水
門
の
点
検
用
通
路
を
通
っ
て
、
隅
田
川
と
荒
川
と
の
間
に
細
長
く
続
く
河
川
敷

に
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
通
路
は
小
型
の
自
動
車
な
ら
通
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
で
野
球
を
し
た
り
、
笹
薮
で
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
船
頭
さ
ん
に
頼
ん
で
幅
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
手
漕
ぎ
の
和
船
に
乗
せ
て
も
ら

い
、
荒
川
の
対
岸
（
川
口
市
）
に
ま
で
探
検
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

草
原
を
歩
い
て
い
て
、
足
元
か
ら
大
き
な
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
が
跳
び
出
て
き
て
び
っ
く

り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
河
原
に
は
ア
シ
が
た
く
さ
ん
生
え
て
い
て
、
ヨ
シ
キ
リ
が

せ
わ
し
な
く
鳴
い
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
家
の
者
が
こ
の
鳥
を
つ
か
ま
え
て
き
た
の
で
、

鳥
か
ご
に
入
れ
て
し
ば
ら
く
飼
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ザ
リ
ガ
ニ
や
メ
ダ
カ
な
ど

の
小
魚
は
た
く
さ
ん
い
た
の
で
、
網
で
す
く
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
シ
ジ
ミ
も
と
れ
ま
し
た

し
、
ダ
ボ
ハ
ゼ
も
釣
れ
ま
し
た
』

　
『
夏
に
な
る
と
、
国
鉄
の
荒
川
の
鉄
橋
の
下
に
特
設
の
水
泳
場
が
つ
く
ら
れ
、
地
元
の

子
ど
も
達
で
に
ぎ
わ
い
、
大
人
の
人
が
監
視
を
し
て
い
ま
し
た
。
水
練
場
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
辺
り
で
毎
年
夏
、
花
火
を
打
ち
上
げ
た
の
で
、
み
ん
な
で
赤
水
門
の

近
く
に
出
か
け
て
見
物
し
ま
し
た
。

　

こ
の
水
門
の
角
の
と
こ
ろ
に
大
き
な
桜
の
木
が
何
本
か
立
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、
昔
は
赤
水
門
か
ら
ず
っ
と
下
流
に
向
か
っ
て
河
川
敷
が
江
北
橋
の

方
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
赤
水
門
の
辺
り
の
一
画
が
、
切
り
離
さ
れ
て
小

さ
な
中
洲
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
し
い
水
門
を
造
っ
た
時
、
荒
川
か
ら
の
分
流
路
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を
も
う
一
つ
開
削
し
た
の
で
そ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
赤
水
門
の
赤
に
つ
い
て
で
す
が
、
ゲ
ー
ト
の
部
分
が
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
の

で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
昔
は
灰
色
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ
の
頃
か

ら
か
、
赤
く
塗
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
』

　
『
春
は
、
ツ
ク
シ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
の
摘
み
草
を
し
た
り
、
土
手
に
咲
く
桜
や
ツ
ツ
ジ
の

花
見
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
志
茂
橋
を
渡
っ
た
新
河
岸
川
沿
い
の
中
洲
に
、
昔
、

建
設
省
土
木
研
究
所
の
分
室
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
敷
地
内
に
も
ツ
ツ
ジ
や
桜
が
た
く

さ
ん
植
え
て
あ
り
、
自
由
に
出
入
り
が
で
き
た
の
で
、
よ
く
友
達
や
家
族
と
連
れ
立
っ
て

見
物
に
行
っ
た
も
の
で
す
。今
、こ
こ
に
は
新
し
く
荒
川
知
水
資
料
館
が
建
っ
て
い
ま
す
』


